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2024/3/31 
（ 公 社 ） 日 本 建 築 家 協 会 関 東 甲 信 越 支 部 長 野 地 域 会 

Ｊ Ｉ Ａ 長 野 県 ク ラ ブ  
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【 特集：第18 回 建築祭 】 建築を、学ぶ・考える・感じる、その先に              工藤 和美 

 

建築は、形・空間・機能・⽤途・昼・夜・気候・地形・
素材・⼈といった、様々なパラメータを通して⼀つに収斂
させていく過程、でもあり、結果でもあるとするならば、
固定化され⼀つの物質に収斂した建築には、完成がないの
ではないかと思う時がある。この度、学⽣たちの卒業設計
を審査という⽴場で⾒せて頂くことになったが、前述のよ
うに多様なパラメータで評価されるべき建築の提案を絞
り込むのは、難しい作業であり、⾃分の思考を重ねて深読
みしたり、問いを投げかけてみたりと⼿を尽くしたもの
の、本当にその学⽣がやりたかったことや伝えたかったこ
とを理解できたかと⾔うと、⾃信を持てないというのが正
直な感想である。もちろん、伝える側のつたなさ、という
要因は⼤きいとは思うが。それは、実務を通して常に取り
組んでいる時も感じるジレンマでもある。依頼者と設計者
の間にも⼤きな経験的隔たりが存在する。学⽣の集⼤成だ
からこそ、思い切って⾃分の好きな建築を提案すれば良
い、と⾔ってしまえば簡単だが、後に実務の世界に⾶び込
んで来る若者たちへの⾨出の儀式としては、卒業設計はそ
んなにあまやかしてはいけないとも思っている。 
  ⼤学や専⾨学校で、意匠・構造・設備などの基礎的な学
習を⾏って、その先に⾃らの設計に取り組んでいる学⽣た
ちの集⼤成としては、⾃分⾃⾝が「これ」をやりたかった、
という強い思いが溢れて欲しいと願っているのだが、昨今
の傾向としては、思いを静かに表現する作⾵が⼀般化して
いる傾向を感じているが、第１８回建築祭に登場してきた
卒業設計も、穏やかな提案が主流となっていた。建築を学 

ぶだけではなく、豊かで多様な体験を積む事が、設計への
⼒になると感じている。私⾃⾝は、親の仕事から数多くの
転居を経験しながら、気候⾵⼟、⼈柄、住む家も様々で、
その体験を通して育ってきた。⼤学⽣になってからは、2
回の研修留学でスイスとオランダでの仕事と⽣活体験が
ある。⾐⾷住は、グローバル経済の下では、どこにいても
同じような物が⼿に⼊る、同質の環境で⽣活が営まれてい
る。差異は存在するが、同質な物の⽅が⽬に⼊ってくる社
会となっている。現代建築は、地域性もあるが、国境を越
えて同質な物が広がっている。そのような、環境の中で建
築を学び発信して⾏こうとする時に、何をテーマにするか
難しい時代なのかもしれない。かつて、ベトナムの⼤学で
卒業設計を拝⾒したことがあるが、⽇本とは全く傾向が異
なり、⼤規模な空港や病院や集合住宅といったテーマが多
くを占めていた。まさに、社会が求めている近代化の都市
政策に必要な建築が対象とされていた。卒業設計は、社会
へ出る通過点でもあるが、建築と向かい合う出発点とし
て、とても⼤切な設計⾏為だと感じている。学⽣⼀⼈⼀⼈
が感じて、伝えようとした事は、 
将来の社会を⾒るようなものでも 
あり、既に現状の社会の中で活動 
している者からすると、預⾔者た 
ちの提案のようにも⾒えてくる。 
これから先の皆さんの活躍を期待 
しています。今後もおおいに建築 
にかかわってください。    

 

シーラカンスK&H(株)  
代表取締役 

金沢海みらい図書館  Photo by Satoshi Asakawa(ZOOM) 博 多 小 学 校 
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皆様からの投稿をお待ちしております。誌⾯へのご意⾒もお寄せください。 
 

事業委員長 小川原 吉宏 
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大 学 の 部 専 門 学 校 の 部 高 校 の 部 

正  会  員 法 ⼈ 協 ⼒ 会 員 
  新 入 会 員 紹 介 

【 ⼤ 学 ⽣ の 部 ⾦ 賞 】 
信 州 ⼤ 学 ⼯ 学 部 建 築 学 科 

中 川 颯 ⼈ 
 

【 専 ⾨ 学 校 の 部 ⾦ 賞 】 
上⽥情報ビジネス専⾨学校建築インテリア科 

松 藤 紗 花 
 

大学の部受賞者／前列右２人目が中川さん 

この度は⻑野県卒業設計コンクールにお 
いて⾦賞を受賞できたことを⼤変嬉しく思 
います。コロナ渦も開け、多くの⽅に⾃分 
たちの作品を⾒ていただける機会を⽤意し 
てくださった運営の⽅々、並びに審査員の 
⽅々に⼼より感謝申し上げます。 
 卒業設計では、対象地である輪島市にある、魅⼒ある⾵景が形作られる多世代共
⽣拠点を設計しました。輪島市に残る魅⼒ある⾵景が、⼈と⼈の関係性を再編する
⼿がかりになると考え、本提案を⾏いました。本制作では、⾃分の考えを形にし、
それらを伝えることの難しさを実感しました。設計や表現に関して、⾄らない部分
も多いですが、今回頂いた意⾒をもとにブラッシュアップを続けていきます。結び
に、輪島市を始め、被災された⽅々の⼀⽇も早い復興を⼼より願っています。この
度は本当にありがとうございました。 

専門学校の部受賞者／前列中央が松藤さん 

 

 

この度は⻑野県卒業設計コンクリートに 
おいて⾦賞を受賞できたことを⼤変嬉しく 
思います。このような⼤きい発表の機会を 
いただき⼼より感謝申し上げます。本作品 
では軽井沢追分を計画地とした移住者と地 
域の⼈々をつなぐ建築を提案しました。私 
⾃⾝が軽井沢に住んでいるからこそ知っている事情。そこから両者を交流でつなぐ
場所を作りたいという想いを込めました。また、軽井沢の豊かで美しい⾃然をいか
に残し、建築と共存し合えるかという課題に対して真摯に取り組み、⾃然と⼈が住
まえる⼀歩となれる建築を⽬指しました。本製作を通して様々な先⽣⽅から助⾔と
⾃分のやりたいことの狭間を⾒つけて良い作品へと⼤きく前進することができまし
た。協⼒していただいた全ての皆様に感謝しております。この度は本当にありがと
うございました。 
 

第18回建築祭を終えて 

第 18 回建築祭を無事終えることが出来ました。会員、
協⼒会員の皆様には、応援頂き誠に有難うございました。
貴重なご講演、卒業設計コンクールの審査委員⻑を務めて
いただいた⼯藤和美先⽣、審査員の松本市美術館⼩川稔館
⻑、JIA 関東甲信越⽀部渡邉太海⽀部⻑、JIA群⾺地域会永
井福⼆代表幹事、JIA ⻑野地域会⼩宮⼭吉登副代表、⻑時
間にわたる審査、感謝申し上げます。松本市美術館、担当
者⽅々にもお⼒添えいただき御礼申し上げます。 

本年度は昨年度の運営経過を踏襲し事業委員会を開催
してまいりました。美術館施設使⽤計画・⽇程調整会議、
会員アンケート投票による講師交渉決定、チラシ企画作
成、建築祭企画書、学⽣へのコンクール開催の案内、審査
員依頼、建築団体への後援依頼、参加作品総数確認後タイ 

 

ムテーブル構成、展⽰レイアウト作成後美術館にて備品数
確認、会員参加依頼連絡確認後の運営担当決め、美術館担
当者との運営調整、講師審査員予定確認宿泊予約、懇親会
場の予約、展⽰会場準備作品搬⼊からギャラリートーク・
講演会・コンクールまで分刻みのタイムテーブル作成・備
品確認・担当責任者の決定等、ざっとこんな感じの事業委
員会年間時間割に基づく流れでした。⼤半が事務的作業と
なり事務局佐藤さんの綿密な対応によりスムーズな事業
委員会運営となりました。事業委員・協⼒会員、特に事務
局・副代表・副委員⻑・担当責任者の皆様には⼤変なご苦
労をおかけしました。⼼より感謝いたします。2年間有難
うございました。歴代事業委員⻑の功績は議事録・⽂書資
料により、頼りになる⻁の巻として引き継がれていきま
す。来年度もちょっと⼤変な事業委員会を応援して頂ける
ようお願い致します。 

 
工藤和美先生との懇親会にて 

⾦賞 

銅賞 

銀賞 

奨励賞 

中川 颯⼈ (信州⼤学) 

⾼松 葵⽣ (信州⼤学) 

加藤 あゆ（信州⼤学) 

稲葉 ⼤将 (信州⼤学) 

⾦賞 

銀賞 

銅賞 

奨励賞 

松藤 紗花  (上⽥情報ビジネス専⾨学校) 

⽵野⼊⼤誠/松⽥拓⺒ (上⽥情報ビジネス専⾨学校) 

⾼⽊ 海⾶  (上⽥情報ビジネス専⾨学校) 

滝澤⼒⽣/平⽥優介/三橋瑠南 (上⽥情報ビジネス専⾨学校) 

営みの⾵景を紡ぐ多世代共⽣拠点 

モノと⼈の結節点 
 ―物流・⼈流の拠点としての⽔⼾駅再⽣― 

住処と住居  
―動物の巣の模倣による新たな居住形態の提案― 

戦略的たむろ計画 
―地⽅都市における余⽩の私的領域化の提案― 

⾦賞 

銀賞 

銅賞 

奨励賞 
ふんわりぱれっと 

つなぐ ⼈と⼈ × ⼈と地域 

カカワルタナダ 

まんぷくのさと 

徳武 珠  (上⽥千曲⾼等学校) 

⼩林 亮太  (⻑野⼯業⾼等学校) 

池⽥ 優輝  (⻑野⼯業⾼等学校) 

井原 花世 (飯⽥OIDE⻑姫⾼等学校) 

 
つなげる 

⾵越⼭の麓にある図書館 

幅広い年代が集える場所 
  〜カフェ・⾃習室・書店〜 

もんぜんぷら座建て替え計画 

Hub バスターミナル 

【（株）オペレーター⻑野 栗林 透 】 
この度、法⼈協⼒会員として    

⼊会させて頂きました(株)オペ
レーター⻑野の栗林と申しま
す。 

弊社は⾃然排煙装置（キャブ 
レックス）のオイレスECO(株) 
の代理店の会社です。取り扱い 
商品は建築基準法上の⾃然排煙 
装置、⾃然換気⽤装置と省エネ、 
防犯対策に有効な⼾建て住宅向 

けの外付けブラインドシャッターブリイユの販売、施 
⼯、修繕⼯事を⾏っております。 

今後は皆様と共に地域に貢献させて頂けますよう
頑張る所存でございますので何卒宜しくお願い申し
上げます。 

【  ( 株 ) 増 ⽥ 商 会  下 平  康 之  】 
この度JIA ⻑野県クラブ法⼈ 

協⼒会に加⼊いたしました、 
（株）増⽥商会でございます。 

弊社は昭和22 年に⻑野県で 
左官⼯事業をスタートし、県内 
全域の公共施設、分譲マンショ 
ン、オフィスビルなどゼネコン 
各社とのパートナーシップを 
⼤切に、確かな技術の継承を掲 
げ、⼈々の快適な暮らしの⽀え 
になれるよう⽇々向き合って 

おります。私事ですが10 年ほど前に前職の時代には
⼤変お世話になり、会社は変わりましたが改めて⼊
会し、微⼒ではございますが左官材料の相談からお
酒の話まで、ご⼀緒できましたら幸いです。協⼒会
不良会員として⼀層磨きをかけてまいりましたので
よろしくお願い申し上げます。 

 

【 川島宏⼀郎：川島宏⼀郎建築設計事務所 】 
この度JIAに⼊会いたしました 

川島宏⼀郎建築設計事務所の川島 
宏⼀郎と申します。神奈川県横須 
賀市出⾝で信州⼤学⼊学を機に⻑ 
野県へ移住して２８年が経ちまし 
た。現在、安曇野市穂⾼と塩尻市 
⽊曽平沢で設計事務所を営んでお 
ります。建築家の職能の⼀つとし 
て⽇本⽂化の進化、保存、再⽣が 
⼤切と考え活動を続けておりま 

す。特に⻑野県は重伝建、⽂化財共に⽇本の中でも５本の
指に⼊る数の多さとともに⽇本アルプスを背景に抱いた地
域の中の⽂化を持つ世界に誇れる場所だと考えます。この
ような場所で建築に関われることを誇りに思っておりま
す。何卒よろしく申し上げます。 

 

 

公益社団法人日本建築家協会 
 

 長 野 県 学 生 卒 業 設 計 コ ン ク ー ル 受 賞 者 の 声 

建築祭を中⼼にお届けします。原稿をいただきました皆様、ありがとうご
ざいました。発刊作業は慣れる頃には作業が終わりの繰り返しでしたが、
ひとまず２年間を終えることができました。これからも「建築家通信」の
ご愛読よろしくお願いします。     広報委員会副委員⻑ 鈴⽊敏之 

 

 

 
 

4 月 4 日（木）・・・・・監 査 

4 月 5 日（金）・・・・・幹事会（第５回） 

４月１９日（金）・・・・・２０２４年度通常総会（ホテル犀北舘にて） 

今後の行事予定 

３月１５日（金）に「信州の建築家とつくる家 第１９集」発刊しました。 

 
 

開催したイベント 

 


